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VOfm蕊rzにお1ナる載会竈義（広実）

を
単
な
る
自
宅
職
人
に
転
落
さ
せ
」
、
コ
八
四
八
年
の
歴
史
は
親
方

が
な
お
依
然
と
し
て
古
い
秩
序
め
方
を
向
い
て
い
た
の
を
し
め
し
て

勲
」
・
共
肇
馨
の
内
容
も
・
ブ
ル
シ
・
ン
シ
・
フ
差
回
の

伝
統
を
受
継
い
だ
「
白
き
手
」
の
も
の
と
、
　
「
油
の
手
」
の
も
の
の

聞
に
は
冷
い
闘
争
が
存
在
す
る
。
ま
た
更
に
、
革
命
勢
力
と
農
民
と

の
関
係
も
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
・
て
く
る
時
、
三

月
革
命
は
革
命
と
反
革
命
の
対
立
以
前
に
、
ド
イ
ツ
社
会
の
現
実
を

反
映
し
て
、
革
命
勢
力
の
申
に
対
立
を
含
み
、
言
解
し
て
い
く
面
が

多
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

①
≦
．
ζ
o
聲
話
①
ヨ
○
薮
の
ω
①
琶
O
く
㊦
議
凋
窪
留
ω
留
暮
ω
畠
窪

　
じ
づ
離
凝
竃
9
鷺
ω
℃
ω
寮
震
σ
q
鎚
紳
鴇
お
お
．
ω
・
ま
O
●

②
　
窃
箆
．
ω
．
麟
8

③
ω
欝
◎
9
白
器
貸
の
o
N
芭
Φ
F
唱
。
一
憲
ω
9
①
O
①
ω
。
ぼ
。
冥
①
9
鴨
潟
①
＜
o
賢

　
葺
江
。
ロ
〈
O
口
H
G
◎
心
Q
Q
℃
の
．
H
α
α
団
の
●

④
○
び
賃
量
憲
蕊
U
δ
O
Φ
9
ω
9
窪
跨
鴨
σ
魚
8
鴨
営
創
貧
閃
。
ぎ
蜜
江
。
欝

　
く
O
コ
同
O
Q
蒔
Q
Q
ω
．
ω
㎝
晒
ω
．

⑤
慧
9
ω
雷
。
。
。
。
．
そ
の
多
く
は
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
同
様
、
仕
立
職
入
で
あ

　
る
。

⑥
澱
●
O
σ
興
鑓
き
三
田
巳
琶
紳
崖
邑
寄
①
律
①
誉
し
d
①
忌
§
一
Φ
帆
ρ
ω
・
Q
。
O

　
｛
ω
●
》
ζ
①
話
①
ご
窯
④
鳥
Φ
巳
ω
9
①
男
①
〈
o
ご
鉱
。
⇒
＜
o
躊
H
◎
。
心
。
。
博
切
①
融
賦
醇

　
む
駆
Q
Q
’
そ
の
他
を
参
照
。
な
お
松
鰻
智
維
「
近
代
の
史
的
構
造
論
」
九
八

　
頁
以
下
を
み
よ
。

⑦
回
串
Ω
巷
冨
巴
い
目
8
琴
鼠
。
U
o
〈
色
。
℃
諺
Φ
箕
。
暁
寄
毒
8
霧
創

　
○
霧
日
碧
団
同
。
。
ま
一
お
ば
℃
O
”
ヨ
σ
臣
緯
①
δ
課
・
や
器
ω
・

（
本
稿
は
昭
和
三
十
一
年
度
、
科
学
研
究
助
成
金
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ

　
る
。
）

t

，
L

’

ピ

｝

’

　　　　　　　　　　　tw　　　　　　　　　　．．，t－t　　　　　　　　　’vW　　　　　　　　　w　　　　　　　　ヒ’）　　　　　　　一vv　　　　　　》　嵯、　　　　　’ゾ＞　　　　ttt　ド、　　　げ　、ハ’　　ゾ♂－！．．tv’一’t一’”v

執
簗
者
紹
介

ト
　
ホ
　
テ
　
緯
肖

／
　
　
｛
4
　
　
そ
　
　
在

広
実
源
太
郎

押
野
昭
．
生

黒
田
俊
雄

上
閏
正
昭

京
都
大
学
講
師

和
歌
山
大
学
助
教
授

京
都
大
掌
大
学
院
学
生

神
芦
大
学
講
師

立
命
館
大
学
講
師

　　　．xvv　．　　”　　］’　t　”　　A一戸

　　　　　　　t　　－t　．’　　　　　　ttt　　t　t　　　　　t　－v　　　ぜ》　ノ・　　一L．　v　i　　］　　一s’t　t炉

51　（315）



に
つ
い
て
き
わ
め
て
否
定
的
で
あ
る
が
、
　
「
伝
承
は

ど
れ
だ
け
変
化
せ
な
い
儘
、
旧
態
を
保
持
す
る
こ
と

が
出
来
る
か
」
　
（
一
四
九
頁
一
一
五
〇
頁
）
と
い
う

問
題
は
、
本
書
の
論
迷
に
よ
っ
て
果
し
て
完
全
に
論

じ
尽
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
翼
翼
も
ま
た
伝
敷
革
と

伝
承
荷
担
者
の
性
質
よ
り
い
っ
て
、
，
口
諦
伝
承
の
不

易
的
要
素
を
認
め
る
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
口
講
伝

承
の
内
部
に
も
発
展
が
あ
り
（
進
化
論
的
意
味
で
は

な
い
）
、
特
に
文
字
化
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
そ
の

祉
会
的
歴
史
的
条
件
に
よ
っ
て
変
容
の
作
用
が
は
た

ら
く
場
合
の
多
い
点
も
十
分
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
一
度
記
録
化
し
た
伝
承
i

建
議
伝
承
は
、
口
講
伝
承
と
は
異
質
の
要
素
を
有
す

る
こ
と
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
モ
テ
ィ
ー
フ
の

類
似
や
形
態
の
異
同
の
分
析
は
、
非
常
に
重
要
だ

が
、
文
献
伝
承
と
口
讃
伝
承
の
区
瑚
を
し
て
お
く
こ

と
は
、
常
に
肝
要
だ
と
考
え
る
。
無
論
著
者
の
論
述

は
き
わ
め
て
漢
重
で
あ
る
。
わ
が
国
の
古
伝
に
つ
い

て
も
、
　
「
若
干
の
部
分
は
伝
承
体
と
し
て
存
在
し
て

い
た
と
し
て
も
蕗
支
え
な
い
と
い
う
に
止
ま
る
の

み
」
（
三
七
四
頁
）
と
控
え
目
に
発
言
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
な
ら
他
の
大
部
分
は
い
っ
た
い
ど
う
で
あ
る
の

か
。
口
論
伝
承
が
い
か
に
し
て
記
紀
に
定
藩
し
て
い

っ
た
か
。
著
者
が
津
田
史
学
と
は
反
対
の
立
場
を
と

っ
て
お
ら
れ
る
だ
け
に
、
今
少
し
そ
の
こ
と
を
追
究

し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
愚
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
は
次
の
疑
問
に
連
っ
て
い
る
。
著
者
は
神

名
列
挙
の
部
分
に
つ
い
て
、
図
表
的
系
譜
の
も
つ
意

義
に
触
れ
、
大
国
主
神
の
挿
話
を
は
さ
ん
だ
「
右
翼

自
転
八
嶋
士
奴
美
神
㎞
以
下
、
遠
津
山
岬
帯
神
以
前
、

称
二
十
七
世
神
　
」
の
く
だ
り
を
通
じ
て
、
帝
紀
に
先

行
す
る
伝
承
体
に
書
及
さ
れ
て
い
る
が
（
二
閥
八

頁
）
、
著
者
の
い
わ
れ
る
こ
の
「
十
七
世
神
」
が
直

系
神
を
意
昧
す
る
に
拘
ら
ず
、
記
録
上
の
実
数
は
実

は
「
十
五
山
神
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
、
伝
承
体
と

記
録
化
の
闇
に
介
在
す
る
複
雑
な
問
題
を
物
語
っ
て

い
る
。
口
講
伝
承
と
文
献
伝
承
の
矛
盾
か
、
話
本
上

の
誤
写
又
は
誤
脱
か
、
名
の
意
義
が
重
大
で
あ
れ
ば

あ
る
だ
け
、
口
車
伝
承
と
文
献
伝
承
の
一
旛
の
配
慮

が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
所
以
で
あ
る
。
更
に

「
命
」
と
い
う
一
定
の
敬
称
を
有
す
る
中
臣
氏
の
遠

複
「
天
児
屋
命
」
に
つ
い
て
の
論
証
は
、
前
述
し
た

よ
う
に
興
昧
あ
る
硯
究
で
あ
る
が
、
忌
部
氏
と
共

に
、
ど
う
し
て
「
天
皇
家
の
私
的
な
伝
承
も
次
第
に

中
臣
・
斉
部
二
氏
に
移
更
し
て
行
く
傾
陶
が
生
じ
」

（
＝
一
四
頁
）
る
の
か
。
著
者
が
歴
史
学
の
出
身
で

あ
る
だ
け
に
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
欲
し
か
っ
た
と
思

う
の
は
筆
者
ひ
と
り
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
明

か
に
す
る
こ
と
が
、
他
氏
の
伝
承
、
諸
国
語
部
と
の

差
異
を
明
確
に
し
、
　
「
命
」
　
（
み
こ
と
も
ち
）
の
本

質
を
究
め
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
著
者
は
「
文
献
学
か
ら
離
れ
た
立
場
」
よ
り
出
発

し
た
と
最
後
の
章
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
こ

れ
ら
の
問
題
に
緕
究
の
歩
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
尚
民
俗
学
的
な
も
の

に
ア
ク
セ
ン
塾
を
お
い
た
著
者
が
、
我
が
国
の
民
俗

に
｛
冨
及
さ
れ
た
場
合
、
例
が
主
と
し
て
嵐
示
良
県
に
眼

ら
れ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

　
以
上
日
本
古
代
塑
を
専
攻
す
る
者
の
立
場
よ
り

翌
蜀
の
言
を
臆
し
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
本
書
の
価

値
を
損
う
も
の
で
は
な
い
。
本
書
に
よ
っ
て
口
諦
伝

承
研
究
の
道
が
容
易
と
な
り
、
野
間
た
る
前
提
の
築

か
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
喜
び
た
い
。
　
（
綜
寒
参
判
八

○
○
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
…
上
田
正
昭
一

　
訂
正
　
四
〇
巻
三
号
に
次
の
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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調
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史
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予
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t

　
　
田
編
集

　
本
号
は
、
国
史
・
東

ら
ぬ
力
作
が
寄
せ
ら
れ

集
委
員
会
は
大
い
に
難

掲
載
数
を
検
討
し
て
、

に
な
り
ま
し
た
。
一
種

根
本
的
な
解
決
に
は
少

統
計
機
械
化
は
、
こ
こ

　
し
か
し
、
こ
れ
を
話

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　
学
会
消
息
も
、

そ
う
、
う
っ
ナ

　
　
　
　
ユ
イ
ー

’
　
　
　
　
、

で
次
号
に
一
括

し
ま
す
か
ら
御

諒
承
願
い
ま
す
。

（
朝
尾
直
弘
）

麓
額
塑
画
論
定
価
百
円

　
史
林
（
第
四
Q
巷
第
四
号
）

　
　
京
泓
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
京
都
大
学
女
学
部
内

発
行
所
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
｝
五
五
番

　
　
　
　
　
理
事
長
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
京
郡
市
下
東
区
七
条
御
所
ノ
内
東
町
三
九

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社

後
記
一

洋
塑
・
西
洋
史
・
地
理
・
考
古
掌
と
も
い
ず
れ
劣

、
隈
ら
れ
た
頁
数
の
中
に
ど
れ
を
入
れ
る
か
で
編

航
し
ま
し
た
が
、
結
局
本
年
度
に
入
っ
て
か
ら
の

国
史
と
東
洋
史
は
残
念
な
が
ら
次
号
へ
廻
す
こ
と

の
常
識
的
解
決
で
、
紙
数
の
不
足
と
い
う
事
態
の

し
も
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
委
員
会
の
か
か
る

し
ば
ら
く
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

切
る
た
め
に
も
、
ま
す
ま
す
更
林
の
内
容
を
充
実

ん
。
皆
様
の
御
投
稿
を
お
ま
ち
す
る
所
以
で
す
。
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